
奈良県防災士会拡大理事会 議事録

（特定非営利活動法人 奈良県防災士会定款第３８条）

１．日 時 平成２９年 １月１５日１３：３０～

場 所 三宅町あざさ苑

２．総 数 理事１８名 監事２名 参与２名 顧問３名

内出席者数 理事８名 監事２名 参与０名 顧問１名

出席者名 理事 植村信吉・末田政一・高岡宏芳・田中太加雄・松尾修

南上敏明・村山央・杉村正春

監事 大久保喜治・堀田東作

顧問 伊藤東洋雄

書面又は電磁的方法による表決者

理事 奥田英人・井上清・岩野祥子・山口正春・勝川喜仙

大北容子・柏田勝幸・北村厚司・佐古金二郎・古瀬博之

顧問 中田勇四郎・前川輝男

参与 木本喜信・木村尚史

事務局職員（理事を除く）

出席 板垣伴之

欠席 修田智道・北村しおり・板谷慶依子・濵村志保・船本良子

３．審議事項

別添資料参照（当会定款第３４条第３項による招集通知文）

４．議事の経過の概要及び議決の結果

① 理事会の議長選出に関する事項

当会定款第３５条により理事長が議長を務める。

≪承 認≫

② 理事会の議決
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当会定款第３６条第２項による議決人数

総数 ２５名の過半数１３名

本日の出席人数１１名・欠席人数１４名（内書面又は電磁的方法による表決者１３

名）であり本会は成立する。

≪承 認≫

③ 理事会の議事録署名人

当会定款第３８条第１項第５号により選任された者

田中太加雄・松尾修

≪承 認≫

発 言 者 発 言 内 容

植村理事長

末田事務統括

これより審議に入ります。

報告事項の１番目、平成２８年１１月から２９年１月までの奈良県防災

士会の活動報告について末田事務統括の方から説明をお願いします。

活動報告について、説明させていただきます。別紙の当面の日程の後ろ

に添付していますのでご覧ください。一部様式を変更させて頂きました。

今まで日程となっていた所を分かりにくいという事で内容に変えまし

た。責任者の欄と担当事務局の欄を作り名前を入れるようにしました。今

後は依頼が入って来た時に担当事務局員を決め、そこから責任者を決める

という流れに改めました。

活動報告の追加です。理事長が１２月１日に「NHKなら」からインタビ

ューを受けていますので追加お願いします。

１２月３日矢田山のスポーツ会館で普通救命講習会を松尾さんと松田さ

んとで実施されていますので追加になります。

１２月２１日の三宅町の防災訓練が植村理事長で追加入っています。

後は目を通しておいてください。
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植村理事長

田中理事

植村理事長

全員

植村理事長

板垣事務局員

活動報告で漏れ落ち等がありましたらお願いします。

１１月２３日の理事会に私も出席したと思います。

そうですね。抜けています。申し訳ございません。修正しておきます。

他に何かございませんか。よろしいですか。

≪ 承 認 ≫

次に、２番目の定例研修会についてです。帰宅困難者体験訓練と終了後

に懇親会を予定しています。この件については、事務局で準備して頂きま

したので、実務をして頂きました事務局の板垣さんから説明をお願いしま

す。

配布の資料に基づきまして説明させて頂きます。帰宅困難者プチ体験の

＜目的＞＜参加条件＞につきましたは配布資料の通りです。

訓練案内の変身ハガキは今のところ１３０件ほど回答があり、参加希望

者が５１名ありました。その内女性が３名富雄コースへの参加希望者が２

２名で２７歳から８０歳までの方で女性が１名です。王寺コースの参加希

望者は２９名４９歳から７６歳までで女性の方は２名となっています。

懇親会（新年会）への参加は４０名の参加希望となっています。

今回の集合場所を決めていませんでしたので、参加者には追って連絡を

させて頂きますが富雄コースは、「近鉄富雄駅出入り口１の南側中央改札

口」とします。１３時１５分集合、１３時３０分出発とさせていただきま

す。

王寺コースは「王寺駅北側ロータリー噴水前」で１４時００分集合１４

時１５分出発とさせていただきます。

それぞれのコースには対応力訓練として条件を付加します。課題は当日

リーダーに出して各グループで相談しながら対応して頂きます。

車を１台配置しますので、途中で棄権者等がありましたら迎えに行ける
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植村理事長

ように準備します。

反省会を全員到着された時点で、簡保の宿で行います。参加費用の５０

０円はその時に集めさせて頂きます。

責任者等は理事の方々にお願いしたいと思いますので宜しくお願い致し

ます。当日にお願いをします。

各コースを１０人程度のグループに分けさせて頂きます。富雄コースは

２グループ、王寺コースは３グループに分ける予定で、１０分程度の時間

差で出発していただきます。

補足説明をさせて頂きます。コースについて富雄コースは２班とも同じ

コースを歩いて頂きます。コースの途中のポイントでリーダーの方にお題

を読み上げて頂きます。２班に分ける予定ですので、１班は事務局の板垣

さんにサブリーダーになって頂いて理事の方にリーダーになって頂きま

す。もう１班も理事の方に責任者になって頂きます。松尾さん、田中さん

が富雄コースで申し込んで頂いていると思いますのでリーダーをお願いし

ようかと思っています。

王寺コースは王寺駅を最初は全員左に折れて三郷町の役場に向けて橋を

渡って頂きまっすぐに行ってもらい途中龍田川を渡る手前の椿井交差点で

左へ堤防を行ってもらうコースと、橋を渡って右に行き JAの手前のこど

も園から山すそを行って頂くコースに分かれていただこうかと思っていま

す。ここは３班ありますので１班は１０分程度時間をずらして出発しても

らいます。それぞれの班にもポイントでお題を出します。王寺コースの責

任者については、私と理事の方にお願いしようかと思っています。

現地到着は時間的には一緒にはならないと思われます。全員が到着後に

今の予定ですと１６時３０分から反省会を行い、３０～４０分で終わりそ

の後お風呂に入られる方は入って頂き、新年会を１８時から行いたいと思
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松尾理事

植村理事長

松尾理事

植村理事長

っています。反省会はあまり難しくいないで経験して、歩いてみてこの様

な物を持っていれば良かったとか、こんな物を持っていて助かったとか、

こんな時はどうだったとかを箇条書きに記載して頂けるものを準備して皆

さんに書いて頂き取りまとめてホームページにて報告したいと思っていま

す。はじめての取組ですのでゆったり目に計画しています。参加者の方に

は今日の資料のみ配布します。責任者の方には別に封筒に入れたこの場所

ではこの課題と書いたものを渡しますのでそれを読み上げてグループで検

討しながら進んでもらいます。一応この様な形で行きますのでご協力をお

願いします。

参加者に地図は渡すのですか。

地図は渡しません。と言いますのは帰宅困難の訓練ですので前もって地

理感がない場所という事で進めたいので地図は渡しません。ただ責任者の

方には地図を渡しておきます。参加条件として携帯スマホで地図検索はし

ないこととします。

大規模災害が起こって帰宅困難になった時には地理がわからなくなるこ

とが想定されますのでそのような体験として行いたいです。一般参加の場

合には地図を渡すという方法で行うのですが防災士会の会員対象ですので

少しレベルを上げて行います。

グループで歩くと前の人と後ろの人との距離差が開くとか、途中でトイ

レに行く人があったりして全部固まってゴールインしなくてはならないわ

けですよね。という事は途中でトイレに行く人があれば待たなくてはいけ

ないという事ですね。

そういうことです。仕事に行っている時とか、友人たちと旅行に行って

いる時にも同じことが起こりますので、責任者の判断で誰それがトイレに

行くのでしばらく待ってくださいという事になります。
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松尾理事

植村理事長

松尾理事

植村理事長

高岡理事

植村理事長

田中理事

植村理事長

田中理事

植村理事長

南上理事

植村理事長

松尾理事

グループで出発してグループでまとまってゴールインすることが前提と

いう事ですね。

そういう事です。

途中でリタイアして電車で帰りますという方がある時は。

それもあり得ると思われますので、資料に連絡先が書いてありますので

本部に連絡していただきます。本部には受付係と送迎係として末田さんが

車で待機していますので、電車で帰られますとか何処そこで待っていて頂

くので迎えに来てあげてくださいと連絡してください。

責任者は参加者が帰ったのがわからないのでは。

責任者が判断して、責任者が連絡して頂ください。

トイレの場所等をあらかじめ聞いておいた方が良いと思うのですが。

コースの中にコンビニとかありますので、責任者の方は判断してくださ

い。個人が判断して動くのではなくグループ単位で動いて頂きますので。

山道とかを歩くのですか、それとも車の通る道路の歩道のあるような所

を歩くのですか。

基本は歩道を歩くようになりますが、ただ場所によっては歩道のない所

もあります。また歩道があっても細い所もありますので、開始前に参加者

には交通事故のないように説明しますが責任者になられる方は十分に注意

してください。念のために保険には加入します。

雨天決行ですね。

気象警報が出ない限り実施します。

今まで経験して一番怖いのは、歩道がない所で友達になってしゃべりな

がら歩くと二人三人と横になって歩くので一番端の方がどうしても車道を

歩くことになり危ないので責任者の方は説明して、必ず一列で歩くように

しない事にはいくら保険に入っていても危ないです。
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高岡理事

植村理事長

田中理事

植村理事長

田中理事

高岡理事

植村理事長

全員

植村理事長

旗は準備するのですか。

旗は当初考えたのですが防災士のベストを着用しますのでそれで十分に

わかると思いますので旗は利用しません。

ベスト持っておられる方は全員着用していただきます。

グループ分けはどの様になりますか。年齢とか個人差があると思います

ので、自分自身のペースでは一時間余りで歩けると思ってもほかの方もあ

りますし、２時間半ですし、トイレ休憩とかで１０分間隔で行けばそんな

に余裕はないですね。

グループ分けは、事務局に任せて頂きたいです。

基本的には、お題で暫く考えたりどうするか判断したりとなりますが富

雄コースでは判断してどうすると言うようなお題にはなっていません。リ

ーダーの方はとにかく安全に現地に到着する事を最優先して動いてくださ

い。

リーダーが先頭を歩くのか、落ちこぼれがないように最後を歩くのか。

サブリーダーを入れたりしてはどうですか。

事務局ではしないので、当日リーダーだけを決めておき自己紹介の時間

を取りますので、知り合い等に私が先頭を歩きますので後ろをお願いしま

すとか、私が一番後ろを歩くので先頭をお願いしますとかのやり取りをお

願いします。

この件についてよろしいですか。

≪承 認≫

それでは次の３番、奈良県防災士会広報誌 NO.１６についてです。

２月５日（日）発送予定です。原稿を今廻していますので見ておいて下

さい。

次の４番、県保健体育課学校アドバイザーについてです。この件につい
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全員

植村理事長

高岡理事

植村理事長

田中理事

植村理事長

全員

て私から説明します。

前回の理事会で私が県学校保健体育課の学校アドバイザーの選考委員に

なりましたと報告しましたが、今度実際に各学校で訓練が行われるようで

す。訓練日を調整していたのですが、気象台と防災士会でとなったのです

が実質防災士会で対応するのは１月２４日の榛原東小学校となりました。

平日なのと準備の関係で末田事務統括にお願いしました。

報告事項３番４番について、よろしいですか。

≪承 認≫

次に５番奈良県防災士会総会についてです。

本年度は、５月２８日（日）になりますので皆さんその日は開けておい

て下さい。

場所はまだ決まっていませんか。

まだ決まっていません。

総会ですが、前回正会員、賛助会員が一緒に入ってややこしかったです

ので、時間をずらして総会は正会員だけで行い、その後に研修会をすると

いう形にしたいと思います。案内もそのような形になります。

総会で図りますが実は現在の定款上は正会員の３分の２以上の出席で総

会が成立するとなっています。３分の２ですときつくて前回の総会もぎり

ぎりでした。今回は仕方がないので現行で実施しますが次回より過半数の

出席で総会が成立するとする定款の改正を提案します。

午前か午後かも未定ですか。

たぶん午後からで、午後１時か１時半から総会を開催して、その後３時

頃から研修を実施して夕方から懇親会となるかと思います。

これでよろしいですか。

≪承 認≫
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植村理事長

松尾理事

植村理事長

それでは、協議事項にうつります。

協議事項の１番講師謝金及び交通費の支払いについて再提案という事

と、２番の講師派遣について関連事項になりますので一括提案します。

講師謝金について前回の理事会で見直しをするという話をしていました

ので、資料を見てください。この件につきましても私から説明します。

この資料は新旧比較表になっていますので、一つ目は防災意識の普及、

啓発、防災まちづくり推進事業(定款)です。これは講演・講話の場合です。

右側は現行で、左が新規則です。講師への支払いについてです。講演・講

話は原則１名対応で変わりません。変わるのは、支払いの所です。今まで

は派遣講師７，０００円打合せ２，０００円トータル９，０００円になっ

ていました。今回支払方法を変えるのは「費用弁償」というかたちに代え

たいと思っています。税金の関係が発生してきます。まだ NPO法人になっ

て間がありませんし、そんなにお金も儲けていませんので対象にはならな

いですが形としてはっきりとしておきたいので、費用弁償で１回３，００

０円、資料作成を含む打合せ費用弁償で３，０００円但し打合せは上限２

回までのトータル９，０００円で金額は変わらないとなります。ここまで

の説明よろしいですか。

現行の派遣講師料７，０００円を費用弁償として３，０００円という事

ですね。それと打ち合わせ費用弁償として３，０００円資料を作って再打

合せして３，０００円ですね。派遣講師で行って打ちあわせを何回やって

も９，０００円という事ですね。

そういう事です。講演は上限９，０００円です。よろしいですか。では

次に実技指導研修の方です。現行は講師一人２，０００円でメイン講師は

３，５００円、見学、付き添いは支払いしないとなっていましたものを改

正案では費用弁償という形で処理し、メイン講師、サブ講師ともに一人１，
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高岡理事

植村理事長

高岡理事

植村理事長

高岡理事

末田事務統括

高岡理事

０００円、実技研修に向けた打合せは講演・講話と同じく費用弁償として

３，０００円上限は１回だけですとなります。ですから打合せを含んで中

心になってして頂く方は合わせて４，０００円になります。一人１，００

０円現状は２，０００円ですが前は見学、付添いは支払わないという事で

したが区別をどのようにつけるのか、前方で指導している方がいて、中で

手伝いをしている方がいて、メインの方が３，５００円、サブが２，００

０円、初めての方とか見学の方は無しとなっていますので、その様な区別

を付けないで実技の指導をしている者は全て１，０００円という扱いをし

たいと思います。但し中心になって頂く方は打合せも行きますので打合せ

に行った分は費用弁償として３，０００円とすれば実質４，０００円にな

ります。当日だけ行って手伝いを行う方は誰であっても１，０００円とい

う形にしたいと思います。ただ誰が来ても１，０００円というのは、防災

士会が呼びかけて行きますと事前に言って頂いた方であって、当日に突然

来られる方には費用弁償はありませんというふうにしたいです。よろしい

ですか。

いつからの実施ですか。

新年度からです。

今まで分はまだ支払われていないですね。

婦人会館分は全て終了後にまとめて支払いとなっています。それ以外の

分は前期・後期という事で８月の途中までは前期分として支払いは済んで

います。

支払われていない。王寺町とかに行っているが。

会計報告書とか出して頂いていますか。

その様な事はわからない。行ったのに支払われていない。我々はボラン

ティアで行っているから支払いをされたかどうか聞きたい。
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植村理事長

高岡理事

末田事務統括

高岡理事

植村理事長

高岡理事

松尾理事

高岡理事

ボランティアで行っている分には支払っていません。最初の段階で防災

士会として来てくださいと言って来ていただいた分は支払っています。

ボランティアかどうかはわからない。行けますかと言われて、行きます

と参加を申し込んでいるわけです。

講師謝金を受け取っている事業分には支払いはあるのですが、もとから

ボランティア参加の分ですよね。

このようなものがありますがどうですか、行きますよと申し込みをして

いる訳ですから、それを責任者の方がまとめてやっていなかったら出てこ

ないですよね。

そうです、その様な形になります。後で説明をするのですがそれは徹底

したいと思っています。なぜかというと、私たちが行くのは今年からです

奈良県防災総合訓練も含んで委託契約鵜をいくようなものがあれば、ボラ

ンティアで行くものとか、講師謝金で１万円しか出ないものとか色々とあ

るわけです、それをきちんと報告のところでこれはボランティアで行った

もの、これは報酬幾ら出るもの、という事を書き込めるようにしますので、

それをして頂かないと事務局でわからないです。

だから申請をしなければいけないですね。

私たちが一番分かりやすいのは、当面の日程のなかで例えばこれは県の

事業ですよとか明記されていれば一番わかりやすい。それ以外のものは無

償のボランティアですと日程表の中に分かりやすいようにしてもらえれば

良いのでは。

例えば末田さんが責任者になってやりますよとなっています。ここに

誰々が行きますよとなった時に末田さんが、誰々が来ましたと確認が取れ

れば支払いが出来るわけでしょう。だから来た人が意思表示をして書類で

送ってあげないと事務局もわからないですよね。
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末田事務統括

松尾理事

植村理事長

南上理事

末田事務統括

植村理事長

高岡理事

植村理事長

松尾理事

末田事務統括

松尾理事

報告を受けないとまったくわからないです。その報告が今現在来ない訳

なのです。

その報告というのは実施報告書を山口さんにしているでしょ。

山口さんに出して頂いているのは活動報告書です。今の報告書というの

は会計精算書です。会計精算書これと活動報告書をセットで次からはきち

んと提出をしていただきます。会計精算書には入金額を書くところがある

ので、これで幾ら謝金が出ているのか、県の事業なら委託事業なら５万円

出るし、講演だけで規定額を出せないというのもあるし、源泉をして端数

で入って来るとかがここで分かります。

ただ勘違いをして頂いたら困るのが県のアドバイザー事業で行っている

分と防災士会で行く分とがあるので、紛らわしくなるので、日程表で県の

アドバイザー事業でしたら網掛けが入っています、備考の欄にもアドバイ

ザー事業と記載しています。備考の所に地域の分でボランティアというの

も書き込んで頂いたら分かり良いかな。

１月２４日の天理市は市から直接なので、アドバイザーではないけれど

防災士会としてとなるがこれはどうでしたか。

謝金が入ってくる分はでます。

報告書様式のどこかに報酬が有か無か記載できるように考えます。

参加した人から申請書を出して貰えば良いのでは。

それは出して貰えないでしょう。難しいと思います。

今一番問題になっているのは、行く我々が謝金が出ている事業なのかボ

ランティアなのかがわからないのが問題なのである。それを分かっている

のが事務局だけではないのか。

責任者がわかっていてもらわないと困るのです。

行く者が分かるようにしようとしたら何か表の中で明記しては。
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末田事務統括

植村理事長

末田事務統括

松尾理事

植村理事長

事前には難しいのです。活動報告を貰った後の活動報告の中には網掛け

をするとかはできますが、事前に日程の所に入れるのは今のところ無理で

す。

事前の打合せ依頼書に責任者の方がきちんと書き込んで頂いたらわかる

のですがこの様式の提出がないのです。無理もない所もあるのですが、知

り合いから頼まれたとか、電話で依頼を受け分かりましたと回答するとか

ありますが、打合せ依頼書を徹底して出していただければつかめるのです

が、ですので今後は依頼書きちんと出して頂きたいと思います。ここには

謝金の各欄もあります。ここに記入して先に出して頂ければスケジュール

にもこれはボランティアでいく分、これは謝金が出る分とわかるのです。

この提出が一番大事になるのです。

前回の理事会での流れのなかに必ずこれを出して下さいと書いてあった

のですが。

それは山口さんに報告しているでしょ。

違います。それは活動報告で、これは事前の打合せ依頼書ですから。依

頼や問い合わせがあった時に打合せ依頼書を出して頂いてそれを持って打

合せに行って頂き確定後事務局に提出していただくものです。

これを出して頂かないとわからないわけです。

後提案しようとしていたのですが、関連して会計精算書の様式も一部変

更しようと思っています。会計処理の問題と、参加していただいた方への

支払い方法ですが今は来ていただいた方には支払いは振り込みとしていま

したが、参加人数が増えてきますと一人一人振込先を聞いて対処すること

が現実的に出来ません。精算書に入金額幾らと記入して、当日参加した者

の名前を記載して費用弁償額を記入してその場で支払うようにしたいと思

います。
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全員

植村理事長

末田事務統括

ボランティアでいく分はボランティアで行ってくださいと話になりま

す。本年度の奈良県総合防災訓練には２０数名の方に来ていただきました

がこれはボランティアでお願いしますと理事会や現場で言ったので皆さん

に納得して頂いきましたが、出来れば皆さんに交通費一部にとして頂ける

となりますので、ただ講師謝金と差引して費用弁償額の支払額の方が多く

なる場合が考えられますのでその様な時には謝金の範囲内でお願いします

となります。

現状であればボランティアで行って頂いているのか、謝金が出ているの

かわからない事があります。県の委託事業などは私が整理していますので

分かりますが、それ以外わからないものが結構あります。

講演・講話は今まで通り振り込みで支払いさせて頂きます。

責任者の方には、費用弁償のお金を持っていただく事になりますができ

うる限り事務局員が一緒に行けるように配置しますが、事務局員も仕事を

持っていますので必ず行けるとは限りませんので責任者に負担が掛かるこ

とになるかと思います。費用弁償額を責任者の方に立て替えていただくこ

とになりますが、参加者が多くて高額になる場合もありますので、事前に

言って頂ければ先にお渡し出来るような形をとりたいと考えています。

おおまかな説明になりましたがご理解頂けましたでしょうか。

≪可 決≫

２番の最後の講義可能なものと得意分野の調査につきましては、もう少

し事務局サイドで検討してから再度理事会にあげさせて頂きます。

では、次に３番目の当面の日程について、末田事務統括から説明をして

頂きます。

別紙資料の当面の日程に基づき、変更のある分と追加予定を分を説明さ

せて頂きます。
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高岡理事

末田事務統括

田中理事

植村理事長

高岡理事

末田事務統括

田中理事

末田事務統括

植村理事長

１月２４日の榛原東小学校は、私が行きます。２月１９日桜井と広陵が

ダブっている分で前回の理事会で参加に手を挙げて頂いた分ですが、桜井

の方が人手が多くいりますので記載されていない方で行ける方ありました

ら挙手お願いします。

私行けます。

どちらになるかは、こちらで振り分けさせて頂きますので後日連絡させ

て頂きます。

２６日三宅小学校で三宅町防災訓練ですが人が必要ですので行ける方挙

手お願いします。

杉村さん、松尾さん、田中さん、板垣さん責任者は理事長、担当事務局

は板垣さんでお願いします。人数が足りない時は募集をかけます。

訓練内容は分かりますか。

最終打ち合わせが１９日ですので、確定ではありませんが新聞紙スリッ

パと簡易タンカ等です。

２５日に河合町の総合防災訓練があります。河合町主催で各小学校が会

場です。時間は９時から１２時です。応援は必要ないです。

終わりましたら活動報告の提出をお願いします。

１月２９日日曜日ですが奈良の六条小学校区の自主防災防犯会主催の防

災避難訓練があります。時間は９時から１２時です。１１月２７日に予定

していた分で雨天延期になっていた分です。

次に、２月２８日防災統括室の分です。理事長からお願いします。

県の防災統括室から研修の依頼が来ました。市町村職員と自主防災会の

役員さんを対象に研修会を開催されているそうです。その一環として市町

村の避難所担当職員を集めて、避難所の運営、注意点、様子等を午前中に

行って午後から避難所運営のワークショップをしたいという事でその分は
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末田事務統括

松尾理事

末田事務統括

松尾理事

末田事務統括

松尾理事

植村理事長

村山理事

末田事務統括

植村理事長

全員

植村理事長

HUGで良いのではと話している所です。確定した時にお手伝いをお願いし

ます。

責任者は植村理事長で会場は高田市の奈良県産業会館、時間は１２時半

から１６時半の予定です。

次、３月２日婦人会館の事業で DIGです、まだ参加者が決まっていませ

んのでまた、要請をかけさせて頂きます。

あと、追加が入っています。３月２７．２８．２９日のいずれかの１３

時から１４時３０分場所が平郡のふれあい交流センター。包括支援センタ

ーからの依頼です。高齢者向けで防災の基本、日常生活のなかでの備えに

ついて講義と簡単な実技で依頼がきています。対応できる方ありませんか。

２８か２９日なら行けます。

松尾さんがやって頂けるのでしたら、三日の内なら大丈夫ですのでお願

いします。

連絡を取ってみます。

それでは松尾さんが責任者でお願いします。

３月５日と１９日奈良の登美ヶ丘公民館で予定があります。内容につい

ては高木さんから連絡入れて頂きます。

防災士会として行かれるのでしたら報告をお願いします。

３月５日広陵町の真美中２丁目自治会で子供向けに防災教育で防災紙芝

居と新聞スリッパを防災士会として受けます。場所は中２丁目集会所です。

村山さんが責任者です。

日程は以上です。

当面の日程についてよろしいですか。

≪可 決≫

最後にその他です。次回理事会の日程です。総会に向けた準備も含んで
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全員

植村理事長

入れたいので、総会が５月２８日ですので、４月１日で皆さんどうですか。

それでは、次回理事会は拡大理事会として４月１日土曜日午前９時３０

分から場所はあざさ苑で行います。

終了後、会計監査をお願いして、午後から総会に向けた事務処理を行い

ます。事務局員と理事の方で残れる方は協力お願いします。

よろしいですか。

≪可 決≫

それでは、これを持ちまして拡大理事会を終了します。

平成２９年 １月１５日

議事録記録者

事務局職員 杉 村 正 春

議事録の署名

平成 年 月 日

議 長 ㊞

議事録署名人 ㊞

議事録署名人 ㊞


